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1.1. 研究背景

1.1.1. ドライミストの概要と現状

近年、温室効果ガスの排出による地球温暖化が問題視されている。そんな中、気候変動

枠組条約(気候変動に関する国際連合枠組条約：ＵＮＦＣＣ)におけるＣＯＰ３で採択され

た京都議定書に日本も調印・批准し、国や自治体などで様々な取り組みが行われている。

また、特に夏季における都市部の気温上昇が顕著であり、ヒートアイランド現象の緩和が

求められている。

そこで、微小な水滴を霧状に噴霧し、その気化熱によって小水量・低エネルギーで涼し

さが得られる冷房装置であるドライミストシステムが辻本（現東京理科大学教授）、奥宮（名

古屋大学教授）らによって開発された。2005 年に開催された愛知万国博覧会『愛・地球博』

において初めて公共の場で大規模に噴霧され、その後は六本木ヒルズ、新丸の内ビルディ

ング、相模鉄道二俣川駅等でも噴霧が行われた。また、冷却を目的としたこれらの従来シ

ステムに加え、加湿を目的とした工業用・農業用のシステムの開発も進んでいる。家庭用

システムは、近年は改良され小型小水量化され、実用化に向けた実験が行われており、実

際に 2008年度からは超磁歪素子を利用した小型ポンプを家庭用ドライミストシステムに導

入している。
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1.1.2. 東京と京都の気象データの比較

1) 気温・湿度

図 1.1-1～1.1-3、表 1.1-1は京都における、図 1.1-4～1.1-6、表 1.1-2は東京における 2005

年～2009 年の５年間の内、７月～９月の３カ月の計 460 日の各日 24 時間、計 11040 時間を対象と

して 1 時間ごとの各平均気温と平均相対湿度をまとめたものである。

表１－１より京都では、2005～09 年の 7～9 月で気温が 28℃以上の時間が 3653 時間あるが、そ

のうち相対湿度が 70％を超えるのは 70 時間であり、また気温が 26℃以上であっても相対湿度が

70％を超えるのは 867時間しかない。しかし東京では表２－２より、28℃以上の時間は 2908時間で

あるが、そのうち相対湿度が 70％を超えるのは 384時間あり、また気温が 26℃以上であっても相対

湿度が 70％を超えるのは 1861 時間と京都のおよそ２倍の時間である。

また、家庭用ドライミスト噴霧の温湿度条件を仮に気温 26℃以上、相対湿度 70％未満とすると、

京都での噴霧可能時間は 6019 時間の内 5152 時間(約 86％)、東京での噴霧可能時間は 5360

時間の内 3499 時間（約 65％）となり、東京と比べて京都の方がよりミスト噴霧に適していると考えら

れる。

表 1.1-1 2005～09 年の 7～9 月の気温・相対湿度別出現時間数（京都）

※赤字は噴霧可能時間

表 1.1-2 2005～09 年の 7～9 月の気温・相対湿度別出現時間数（東京）

※赤字は噴霧可能時間

～26℃ 26.1℃～28℃ 28.1℃～30℃ 30.1℃～32℃   32.1℃～

      ～50％ 154 192 230 341 802

51％～60％ 506 362 586 636 149

61％～70％ 1286 1015 729 109 1

71％～80％ 1828 757 70 0 0

    81％～ 1247 40 0 0 0

～26℃ 26.1℃～28℃ 28.1℃～30℃ 30.1℃～32℃   32.1℃～

      ～50％ 215 137 94 126 147

51％～60％ 424 250 334 491 185

61％～70％ 1184 588 809 328 10

71％～80％ 2012 1215 361 12 0

    81％～ 1884 262 11 0 0
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図 1.1-1 2005～09 年の 7 月～9 月の気温別出現割合（京都）

～50％RH
16%

51％RH～60
％RH
20%

61％RH～70
％RH
28%

71％RH～80
％RH
24%

81％RH～
12%

京都（京都府）

図 1.1-2 2005～09 年の 7 月～9 月の相対湿度別出現割合（京都）
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図 1.1-3 2005～09 年の 7～9 月の気温・相対湿度別出現時間数（京都）
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図 1.1-4 2005～09 年の 7 月～9 月の気温別出現割合（東京）
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図 1.1-5 2005～09 年の 7 月～9 月の相対湿度別出現割合（東京）
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図 1.1-6 2005～09 年の 7～9 月の気温・相対湿度別出現時間数（東京）
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2)風向・風速

図 1.1-7,1.1-8 は京都における、図 1.1-9,1.1-10 は東京における 2005 年～2009 年の 7 月

～9 月の風速度数分布・風配図・風向風速の分布を示したものである。風速に関して、京都は東京

よりも弱い風が多い。風向に関しては、京都が北から東寄りの風が多く、東京は南寄りの風が多い。

ミストを設置する際はこの風向と開口からの風の通り抜けを考慮すると、より効果が得られると考え

る。

図 1.1-7 2005～09 年の 7～9 月の風速度数分布・風配図（京都）

図 1.1-8 2005～09 年の 7～9 月の風向・風速の分布（京都）
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図 1.1-9 2005～09 年の 7～9 月の風速度数分布・風配図（東京）

図 1.1-10 2005～09 年の 7～9 月の風向・風速の分布（東京）

参照：気象庁 > 気象統計情報 > 過去の気象データ検索

  http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php
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1.2. 研究目的

家庭用ドライミストシステムが開発され、初めて名古屋市の一般家庭で導入された。この家庭用

ドライミストシステムについての様々な研究・実験が行われているが、そのほとんどが現代の一般住

宅や集合住宅を対象とし、地域では東京や名古屋が主な実験場所である。

また、その地域の気候特性に密接に関与して形成されたであろう伝統的木造家屋の建築形態

や細部の工夫は、巧緻な自然エネルギー手法に富んだものが多い１）。これら伝統的木造家屋が有

する種々の自然エネルギーの利用方法を明らかにし、建築環境工学の立場から再評価し生かす

ことは省エネルギー化が叫ばれている現代に必要である。

そこで本研究では、夏は蒸し暑いと言われている京都において、独特な気流乱れの効果や、床

下に滞留している冷気の室内への流入２）や、坪庭（庭木によって地表面への日射を抑制するととも

に、地面を土や芝生やたたきにしてその表面を湿潤に保つ３））などの巧緻な自然エネルギー利用

手法を有する京町家を対象に、床下冷気の動きを明らかにし、そこにドライミストを噴霧することに

よって京町家の有する涼感を得る効果をより一層引き出せないかと考え、実測・検証を行った。

1.3. 既往研究

京町家に関する研究は計画系、構造系、環境系を問わず様々行われているが、その中で本研

究と関連した町家の温熱環境（特に京町家や庭）について扱っている既往研究を表 1.3-1 にまとめ

た。床下の温湿度や風向風速を取り上げた事例は少なく、また町家でのミスト噴霧は本研究室で

のみ行われているという現状である。
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表 1.3-1 既往研究

研究者 タイトル 掲載 調査対象 調査内容

イ‐１ 開放系住居の夏の環境特性 町家の冷気滞留型の開放

日本建築学会北海道支部研究

報告集. 計画系 (55), 65-68,

1982-03

床上・床下

の温度

イ‐２ 開放系住居の夏の温度環境 上下温度と放射環境
学術講演梗概集. D, 環境工学

1985, 755-756, 1985-09-10
放射環境

イ‐３
開放系住居の夏の環境特性 その2 庭と一体化された町家空間

の涼感について

日本建築学会北海道支部研究

報告集. 計画系 (60), 5-8,

1987-03-23

涼感

イ‐４
開放系住居の夏の環境特性 その3 町家空間の気流の乱れ性

状について

日本建築学会北海道支部研究

報告集. 計画系 (60), 9-12,

1987-03-23

気流

イ‐５
夏期の町家にみられる変動気流下でのPMVの実測調査 開放

系住居の体感指標に関する研究 その1

日本建築学会北海道支部研究

報告集. 計画系 (60), 13-16,

1987-03-23

体感指標

イ‐６
夏期の町家における温熱環境体感アンケート調査 開放系住居

の体感指標に関する研究 その2

日本建築学会北海道支部研究

報告集. 計画系 (61), 33-36,

1988-03-26

体感指標

イ‐７ 開放系住居の夏の環境特性 その4 町家の温湿度分布

日本建築学会北海道支部研究

報告集. 計画系 (62), 61-64,

1989-03-24

床上・床下

の温湿度

イ‐８
開放系住居の夏の環境特性 町家の冷気積層型の上方開放空

間

日本建築学会計画系論文報告

集 (408), 23-32, 1990-02-28
まとめ

ロ‐１ 京都西陣地区における再生町家の温熱環境実測

研究報告集 I, 材料・施工・構

造・防火・環境工学 (71), 525-

528

ロ‐２ 京都西陣地区における再生町家の温熱環境実測 その1
学術講演梗概集. D-2, 環境工

学II, 2001, 255-256

ロ‐３ 京都西陣地区における再生町家の温熱環境実測 その2
学術講演梗概集. D-2, 環境工

学II, 2001, 257-258
温湿度

ロ‐４
京都西陣地区における再生町家の温熱環境実測 その3 : 温熱

環境データと居住者評価の比較

研究報告集 I, 材料・施工・構

造・防火・環境工学 (72), 537-

540

体感・温湿

度

ロ‐５
京都西陣地区における再生町家の温熱環境実測 その4 : 実測

データに基づく再生町家の温熱環境特性

研究報告集 I, 材料・施工・構

造・防火・環境工学 (72), 541-

544

アンケー

ト・温湿度

ロ‐６
京都西陳地区における再生町家の温熱環境実測 夏季におけ

る温熱環境データ居住者評価の比較

学術講演梗概集. 計画系

2002(D-2), 441-442
アンケート

ロ‐７
京都西陣地区における再生町家の夏季温熱環境実測 町家の

気流性状及び打ち水・簾の効果に関する研究

研究報告集 I, 材料・施工・構

造・防火・環境工学 (73), 663-

666

ロ‐８
京都西陣地区における再生町家の夏季温熱環境実測 町家の

気流性状及び打ち水・簾の効果に関する研究

学術講演梗概集. D-2, 環境工

学II, 2003, 7-8

ハ‐１
住居及びその周辺の小戸外空間が有する環境工学的意味に関

する研究

日本建築学会中国支部研究報

告集 25, 521-524, 2002-03-

17

ハ‐２
住居及びその周辺の小戸外空間が有する環境工学的意味に関

する研究 その2

学術講演梗概集. 計画系

2002(D-2), 53-54, 2002-06-

30

ハ‐３
住居及びその周辺の小戸外空間が有する環境工学的意味に関

する研究 その3

日本建築学会中国支部研究報

告集 26, 485-488, 2003-03-

15

ハ‐４
山陰地方の坪庭を中心とした町家空間における夏期温熱環境

に関する研究

鳥取短期大学研究紀要 47,

17-28, 2003-06-01

温湿度・ア
ンケート

ハ‐５
住居及びその周辺の小戸外空間が有する環境工学的意味に関

する研究 その4

学術講演梗概集. D-2, 環境工

学II, 2003, 217-218, 2003-

07-30

風向風速

ハ‐６
山陰地方の坪庭を中心とした町家空間における夏期温熱環境

に関する研究 温度と気流の変動について

鳥取短期大学研究紀要 49,

45-51, 2004-06-01

温湿度・風

向風速

ハ‐７
住居及びその周辺の小戸外空間が有する環境工学的意味に関

する研究 その5

日本建築学会中国支部研究報

告集 27, 497-500, 2004-03

ハ‐８
住居及びその周辺の小戸外空間が有する環境工学的意味に関

する研究 その6

学術講演梗概集. D-2, 環境工

学II, 2004, 149-150, 2004-

07-31

ハ‐９
住居及びその周辺の小戸外空間が有する環境工学的意味に関

する研究 その7 トオリニワを中心とした夏期の温熱環境

日本建築学会中国支部研究報

告集 28, 433-436, 2005-03-

06

ハ‐10
住居及びその周辺の小戸外空間が有する環境工学的意味に関

する研究 その8 トオリニワを中心とした夏期の温熱環境

学術講演梗概集. D-2, 環境工

学II, 2005, 87-88, 2005-07-

31
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第２章 京町家実測実験概要



- 12 -

2.1. 京町家Ｔ邸概要

2.1.1. Ｔ邸の成り立ち１）

・建築時期：明治初年ごろと推定される。元治元年（1864 年）の「どんどん焼け」で焼失し、その後

すぐに建て直したものと思われるが記録は残っていない（棟札もない）。建築手法は江戸時代のも

のを踏襲している。土蔵は焼失を免れたと推測される。

・建物概要：１列４室型。通り庭、中庭の奥に土蔵がある典型的な京町家。図 2.1-1 参照

・家業：大工の棟梁。「近江屋吉兵衛」という屋号で京大工二十組に属していた。延宝２年（1674 年）

に同家の最初の記録があり、元禄元年（1688 年）11 月「光円寺居宅普請願書」を作成している記

録があるので、この頃には大工として活動していたことは間違いない。昭和 10 年ごろまで 14 代、

約 260 年続いた。

・地域：下京区尚徳学区にあり、古文書によるとこの地域は平安時代には貴族の屋形、室町時代

には酒屋、油屋があった。秀吉のころ遊郭が押小路柳馬場から移ってきて、「六条三筋町」として

繁栄をした。徳川時代に入り、本願寺造営のために遊郭が今の島原に移された（1640 年）後は本

願寺関連の職人の町になった。Ｔ家の先祖はそのころ近江から大工として上洛し、住み着いたと思

われる。

・古文書：京都市登録文化財「田中吉太郎家文書」約 3500 点あり、京都市歴史資料館に寄託され

ている。大工文書と町文書に大別され、大工文書には絵図、注文帳、普請願書、その他覚書など

があり、原資料として研究者に用いられている。町文書は江戸時代のコミュニティーの状況を知る

資料となっている。
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2.1.2. 現在の住まい方２）

図 2.1-1 にＴ邸の断面図・平面図を、図 2.1-2 に T 邸内部俯瞰図を示す。１列４室型になってい

る。オモテ（西側）から、コシノマ（格子の間、あるいはオモテ）、カミダイドコ（上台所、玄関）、ダイド

コ（台所、中の間）、オクノマ（奥の間）となっている。最も普通に見られる小さな３段型の町家に比

べると、ダイドコが２室に分裂している形と見られる。Ｔ氏の住まい方は、ダイドコで食事をしたりテレ

ビを見たりと現代で言うならばリビングダイニングとして利用し、オクノマではリビングダイニングとし

ての他に布団を敷いて寝る寝室としての利用方法である。カミダイドコは客人を迎え入れる玄関兼

客間として、コシノマは物置としてそれぞれ利用している。また、通り庭である土間は改修し、ダイド

コ等と同じ床高となっている。Ｔ氏一家は主にダイドコとオクノマで生活をしている。

図 2.1-1 Ｔ邸断面図・平面図
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図 2.1-2 Ｔ邸内部俯瞰図２）
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2.1.3. Ｔ邸所在地

図 2.1-2 に実験場所周辺地図を、図 2.1-3 にＴ邸俯瞰図を、写真 2.1-1 にＴ邸外観を示す。

Ｔ邸は京都駅から地下鉄で１駅、徒歩で約 10 分ほどのところにある。東に南北に伸びる烏丸通と

北に東西に伸びる五条通と２つの大きな通りから１ブロックほど入った場所だが、比較的静かであ

る。Ｔ邸西側に隣接する室町通は小さな通りではあるが、度々自動車が通る。北、東側は隣家に面

しているが南側の一部は隣家の駐車場のため空間が空いている。

図 2.1-2 実験場所周辺地図３）            図 2.1-3 実験住宅俯瞰図３）

写真 2.1-1 Ｔ邸外観（南西からＴ邸を見る）
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2.1.4. Ｔ邸の特徴

京町家の温湿度や気流性状に関して、既往研究イ‐４（第 1 章，表 1.3-1 参照）より、「町家空間

は一般的な通風の概念は通用せず、庭と地面の冷却による空気の積層や外部風の影響などの理

由で室内空気がゆさぶられ独特な気流の乱れを作りだしている」とされている。また、既往研究イ‐

１（第 1 章，表 1.3-1 参照）より、京町家の熱環境の特徴として

イ）比較的閉鎖的な表通りの外観

ロ）玄関に続く通り庭と吹き抜け空間

ハ）中庭と裏庭とそれをつなぐ開放的な居住空間

ニ）日射を遮る緩衝空間としての２階部屋

ホ）建物を取り巻く高い土塀と庭の樹木

ヘ）浴室、便所、かまどなどの居住空間からの分離

ト）開放的な床下空間

などが挙げられている。

一方実測実験を行ったＴ邸に関して、一般的な京町家の熱環境の特徴を見ていくと

イ）比較的閉鎖的な表通りの外観を有している

ロ）玄関に続く通り庭は改修され、吹き抜け空間の天井からの熱気の排出口は塞がれている

ハ）庭は１つのみ

ニ）日射を遮る緩衝空間としての２階部屋を有している

ホ）建物を取り巻く高い土塀はあるが、南側の一部で隣家と密接していない（駐車場があり、空間

が出来てしまっている）。また、庭の樹木は刈り込んであり、緑は多くはない。

ヘ）浴室、便所、かまどなどの居住空間からの分離はなされている。

ト）開放的な床下空間を有しており、東西に抜けている。（写真 2.1-2,2.1-3 参照）

写真 2.1-2 軒先床下から庭側を見る写真       2.1-3 庭側床下から道路側を見る

（中央部左寄りに庭部がわずかに見える）     （中央部やや上に道路部がわずかに見える）

また、近代的な鉄筋コンクリート造の中層建物が周囲に比較的多く、外部風はその影響で乱さ

れることが予想されるので、決して伝統的な町家の理想の立地条件である。
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以上より、Ｔ邸では床上（室内），床下，庭に着目し、それぞれの場所の温湿度を知り、さらには

風向風速を知ることで３ヶ所の関連を検証することした。

そこで床上（室内），床下，庭のそれぞれ温湿度計を、３ヶ所が接している庭側開口部に風向風

速計を設置することとした。概要を以下に示す。


